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★大道芸案内 

主な大道芸スポット（土・日・祝日など、通年大道芸が見られるポイント） 

■大阪・天保山海遊館広場 https://www.kaiyukan.com/thv/marketplace/

■大阪パフォーマーライセンス http://www.osaka-performer.com/index.php 

■名古屋･大須ふれあい広場  ■名古屋 POP UP ARTIST http://popup-artist.com/index.html 

■しずおか大道芸の街 http://shimarukai.org/  ■江ノ島大道芸 https://www.fujisawa-kanko.jp/feature/daidogei.html 

■ヨコハマ大道芸（山下公園、グランモール公園、ジャックモール）http://daidogei.jp/ 

■お台場・デックス東京ビーチ■みなとみらい東急スクエア■テラスモール湘南 www.studioeggs.com    

■東京都ヘブンアーティスト www.seikatubunka.metro.tokyo.jp/bunka/ 

■仙台まちくるパフォーマーズ https://machi-kuru.com/performers 

 ※新型コロナウイルスの蔓延状況によって実演していない場所もあります。確認の上、お出かけください。 

★浅草雑芸団の催し 

 ◆新宿・西向天神社例祭・演芸会 

  ●5月２０日（土）18：00～20：00 

 ◆浅草雑芸団・木馬亭公演・・テーマ「関東大震災 100年」 

  ●7月７日（金）18：00～20：00 

★今月の大道芸公演   

△第 15回高円寺びっくり大道芸 2023『前進』  https://www.koenji-daidogei.com/2023/ ◯高円寺駅周辺 

  ●4月３０（日）12:0～18:00 

  チャラン・ポ・ランタン、中国雑技芸術団、FUNNY BONES、大駱駝艦、加納真実、芸人まこと、 Asterisk NOVA、 ASIA GOLD PRO WRESTLING、 

ココナッツ山本、サクノキ、ひこひこ、バーバラ村田、フレディーノ、 SUKE３＆SYU、ゼロコ、 EPPAI、マサトモジャ、idio2、 

Juggler Laby、ハッピーゴリラ®、ストレート松浦、松鶴家天太、Yo-Yo Entertainar TOMMY、川村建太、アストロノーツ、オジロス、 

熱血大道芸人ドラマチック・ガマン、ブラックエレファンツ、 STILTANGO、ボールド山田、 Okk、せせらぎ、HARO、音姫金魚、 

松本かなこ、花輪茶之介・奥村あんず 

【主催】高円寺びっくり大道芸実行委員会 

△ひたち国際大道芸 2023プレイベント http://www.civic.jp/center/event/ ○日立市日立シビックセンター 新都市広場 

  ●4月３０（日） 

  セクシーDAVINCI、エキセントリック吉田、izuma、K-TARO、空転軌道、Cocochi-kit 

△TACTフェスティバル 2023  http://www.geigeki.jp/performance/thater337/  ○東京芸術劇場 

  ●5月２（火）～7（日） 

  《無料公演》WONDER WATER×ホワイトアスパラガス×川瀬浩介 

     ●5月４（木）15：00 /５（金）11：00 /６（土）15：00 /７（日）11：00 

  《無料公演》MAMMOS×藤林港平×川瀬浩介 

 ●5月４（木）11：00 /５（金）15：00 /６（土）11：00 /７（日）15：00 

△深川お化け縁日 2023 https://fukagawakaidan.tumblr.com/ ○資料館通り商店街・白河三好三丁目付近 

  ●5月３（火）小雨決行 11：00～16：00 

  妖怪プロジェクト、恐怖紙芝居の〇〇一味、ソらと晴れ女×Mayura 

【主催】深川お化け縁日実行委員会 【協力】深川資料館通り商店街 

△清水みなと大道芸 2023 https://www.dream-plaza.co.jp/event/detail.php/520 ◯静岡市清水区 エスパルスドリームプラザ 

  ●5月３（水）：［ゲスト］三雲いおり、オーバートーン、めぐみ梨華 

     [出演者]笑うアミーゴス、ideo２、サンキュー手塚、ゼロコ、りずむらいす、タカパーチ、E.M.F 

     ［体験ブース］Rei Iwakura、なるせ女剣劇団、ぴあー、番台家謝々 

●5月３（水）：［ゲスト］三雲いおり、キマグレサーカス、冨田晶子、 

     [出演者]ジャグラー・コウヘイ、ハンガ～マン、Rei Iwakura、3ガガヘッズ、ひこひこ、クラウン KOTA、アマエビちゃん 

     ［体験ブース］虹たまや、ぴあー、なるせ女剣劇団、 

●5月３（水）：［ゲスト］三雲いおり、lolol 

     [出演者]虹たまや、叶結、渡邊翼、HOOPERMAEP、Heromacro、つるっちょぴかっちょ、しろみときみ、パオパオ堂 

     ［体験ブース］ジョー次の独楽屋さん、Tento 

△ガーデンシティ多摩センターこどもまつり 2023 https://twitter.com/tama_kodomo  

●5月３（火）～５（木）○多摩センター駅前、パルテノン大通り、ポケット広場 
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  SUR DE WAVE(3～5)、熱血大道芸人ドラマチック・ガマン(3)、SUKE3&SYU(3)、CONRO(3)、SYUN(3)、仮面舞踏塾 (3,4)、まさきち(3,4)、 

プロムカルテット(4)、あんころもち(4)、小林智裕(4)、たろりん(4,5)、DAISUKE(5)、ペン回しパ フォーマー Kay(5)、YUKI(5)、 

Komatan(5)、ものまる(5) 

△第３回ロハスミーツ高槻 https://lohas-meets.jp/category/news/event/ ○高槻市安満遺跡公園 

  ●5月３（火）～５（木） 

  TAIYO&みぞぺ 、ドレミちゃん、ほか 

△キャナル誕生祭 CANAL CIRCUS2023 https://canalcity.co.jp/news/event/3384 ○福岡市 キャナルシティ博多 ｻﾝﾌﾟﾗｻﾞｽﾃｰｼﾞ 

  ●5月３（水）～７（日）全日とも 18：30～ （4日～６日は昼公演あり） 

  RIKI、望月ゆうさく、パンチョ・リブレ、サティア・ベラ、ミレーナ・オクサネン、アンソニー・ワイス、canal circus Swingin Band 

  入場無料（ただし、整理券配布） 

△インパクト!!サーカス https://shop.parkplace-oita.com/event/index/2558 ○大分市パークプレイス大分 

  ●5月３（水）～７（日）全日とも 14：00～ / 17：00～ 

  ケッチ、サカトモコ、油布直輝、シルクアブレイズ 駒田圭佑、シルクアブレイズ 平井美玖、道化師 LOTO、軟体パフォーマー はんな、 

高取優耶、宮窪研、森田智博 

【総合演出】インプレサリオ 

【パフォーマンスアドバイザー】ケッチ（元が～まるちょば） 

△クラウンチャタ＆マスクマスクマンマン回遊パフォーマンス https://shop.parkplace-oita.com/event/index/2559  

  ●5月３（水）～７（日）11：30～ /13:30～ /16:30～ ○大分市パークプレイス 

△とよはしアートフェスティバル 2023『大道芸 inとよはし』https://www.toyohashi-at.jp/ ○豊橋市穂の国とよはし芸術劇場 

  ●5月４（木）～５（金） 

  アストロノーツ、EPPAI＆マサトモジャ、オジロス、加納真実、芸人まこと、こ～すけ、ココナッツ山本、松鶴家天太、SUKE３＆SYU、 

 STILTANGO、セクシーDAVINCI、ゼロコ、大駱駝艦、竹内直カルテット、チャラン・ポ・ランタン、中国雑技芸術団、HARO、FUNNY BONES、 

ブラックエレファンツ 

△ｽﾄﾘｰﾄｼｱﾀｰﾌｪｽストレンジシード静岡 https://www.strangeseed.info/ ○駿府城公園、静岡市役所、ほか 

  ●5月４（木）～６（土） 

  「Woman with Flower」Creative Dandi 

  「コロス」ウォーリー木下演出 

  その他、種々イベントあり 

△チャラン・ポ・ランタン presents「春ブタ音楽祭 2days～空き地 deランタンサーカス」https://www.charanporantan.net/news/13671 

  ●5月６（土）７（日）両日とも 12：00～ /15:00～ /17:30～ ○下北路線街空き地 

  チャラン・ポ・ランタン、ゼロコ、加納真実、HARO 

  各回 80人、（当日券あり） 

  芝生エリア（事前チケット販売はファンクラブのみ） 

△エンターテイメント亀戸 vol.1 https://www.kameidodaidogei.com/archives/1268  

○十三間通り商店街 ●5月７（日）12：00～16：00 

    SUKE3&SYU、komatan、進撃の母ズ（仮）、おろしぽんづ、ジェンガ金次郎、E.M.F、STILTANGO、ケンハモたろう 

○カメイドクロック ●5月７（日）11：00～17：00 

虹たまや、APINUN、ArtistaKazu、じゃぐたく、パフォーマーHAYATO、ハードパンチャーしんのすけ、PIRATA MITIYO、UNI DOLL、 

アストロノーツ Mark2、しろみときみ、スタチューmimosa、音姫金魚 

△アスタリスクノヴァ＆Performer SYO!大道芸イベント  https://laketown-outlet.jp/news/event/1635 

●5月７（日）11:20～ ○越谷市エイクタウンアウトレット空の広場 

△ひたち国際大道芸 2023 http://www.civic.jp/center/event/ 

  ●5月１３（土）12：00～18：00 ○JR日立駅前 シビックセンター新都市広場 

  ●5月１４（日）11：00～17：00 ○JR常陸多賀駅前 

 中国雑技芸術団、大駱駝艦、チャラン・ポ・ランタン、FUNNY BONES、加納真実、芸人まこと、セクシーDAVINCI、ココナッツ山本、 

Asterisk NOVA、ASIA GOLD PRO WRESTLING、サクノキ、ひこひこ、アストロノーツ、SUKE3３＆SYU、ゼロコ、EPPAI＆マサトモジャ、 

空転軌道、松鶴家天太、エキセントリック吉田、川村建太、竹内直クインテット、ブラックエレファンツ、Cocochi-kit、オジロス、K-TARO、 

STILTANGO、ボールド山田 

△ダメじゃん小出の黒く塗れ! Vol.49 http://nigiwaiza.yafjp.org/ ○横浜にぎわい座のげシャーレ 

  ●5月２０（土）昼の部 14：00～ /夜の部 18：00～ 

  前売り￥２１００（当日￥２６００） 

  問合せ：０４５-２３１-２５１５（横浜にぎわい座） 

△ちば大道芸フェスティバル 2023 https://www.instagram.com/p/CriztjbBEdr/ ○千葉駅周辺、中央公園、千葉銀座通り、ほか 

  ●5月２７（土）太平洋、片腕のマジシャン HAKU、Juggler MAKi、熱血大道芸人ドラマチック・ガマン、まさきち、八幡雄士 

●5月２８（日）TOMI、紙磨呂、マジカル TOM、ココナッツ山本、おっとちゃん、空転軌道、Hit2、こ～すけ、ideo２、結城敬介、 

Yo-Yo Entertainer TOMMY、SEOPPI、大道芸人ジーニー、めぐみ梨華、ゆうき、Juggler MAKi、片腕のマジシャン HAKU、まさきち、 

熱血大道芸人ドラマチック・ガマン、八幡雄士、あいあい、Tento、ファンタスティックドールズ、狼執事、音姫金魚、太平洋 

△ふくやま大道芸 2023 https://fukuyama-daidogei.com/ ○広島県福山市  

  ●5月２７（土）２８（日） 
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  リューセー、３ガガヘッズ、Stones、工藤正景、Juggler Laby、HOOPERMAEP、SAME SAME、Rei Iwakura、三雲いおり、油布直輝、 

  Witty Look、サクノキ、森田智博＋長すみ絵、大道芸人ヒロト、加藤みきお＆ひろみち、RYO、ちゃんへん、吉川健人、おんぷらんと、 

  Komatan、Duo AB、叶結、コーヘイ、渡邊翼、おろしぽんづ、サンキュー手塚、ペン回しエンターテイナーKay、渡辺あきら、ものまる、 

りずむらいす、パフォーマー穹、油井ジョージワンマンバンド、フォーク曲げアーティスト Ryo、S４、芸人まこと、宝来家幸輝、 

目黒宏次郎、木下ゆーき、Shunya、黄金野球像、アストロノーツ Mark2、Shino、チムチムサービス、Monsieurみの吉、堀川玄太、 

切絵たかし、アートパフォーマー☆ファイター、松本かなこ 

△シメサイ 2023(志免祭～国際コメディシアターフェスティバル)https://h732.net/simesai/ ○福岡県志免町シーメイトグラウンド 

  ●6月２（金）～４（日）   

△あおばフェス https://aobadaidogei.com/ ○静岡市 青葉公園 

  ●6月１０（土）１１（日）両日とも 11：00～17：00 

   

若林正の 

食って極楽 
埼玉のソウルフード･･･ 

    新大宮バイパス「山田うどん」 

 地方独自の食べ物をソウルフードと

称して、最近よく紹介される。我が埼

玉県にも、もちろん、いくつもある。

今回はその一つ、山田うどん！ 埼玉県

のローカルチェーンで、店舗は街道沿

いが多いので、免許がないワタシには

立ち寄る機会はなかった。それがこの

ところ自転車にハマって大宮辺りまで

出かけるようになり、新大宮バイパス

沿いに、山田うどんのカカシの看板を

見つけたので入ってみた。 

 記憶では、小汚いドライブインとい

う印象だったが、明るく清潔なファミ

レスというイメージ。席は U 字カウン

ターとテーブル席が六つほどでこぢん

まりしており、雰囲気は牛丼の吉野家

に似てる。そばもあるけど、やはりう

どんだろ？ と名物赤パンチ丼のミニ

サイズ¥400 を注文。冷やしうどんに納

豆オクラにキムチとろろが載った身体

に良さげな感じだ。赤パンチとは豚モ

ツの唐辛子味噌煮込みで、これがソウ

ルフードと呼ばれている。 

さてうどんをすすってみると、お

や！ 意外となめらかでコシもあり、か

なり美味いよ。 

赤パンチも適度な辛味と柔らかいモ 

 

ツが絶妙。ズルズルバクバクとあっと

いう間に完食。サービスタイムでうど

ん大盛り無料にしたので満腹じゃ。し

かし…物価高騰とはいえ千円オーバー

は…ちょいとキビシイかな。 

◎この際ソウルフード巡りでもやって

みるか度＝4 ワカ 

 

大道芸･見たり･聞いたり・演じたり 

☆その 378 

二冊の書籍紹介 

           上島敏昭  

 

◯「最後の猿まわし」 

馬宏傑著、永野智子訳、みすず書房刊、

3800 円＋税 

 
著者は、1963 年、中国河南省洛陽生

まれ。写真記者。武漢大学新聞撮影学

科で学んだ後、河南経済新報社、河南 

法制報社などを経て、2004 年より中国

国家地理雑誌社に勤務とある。訳者は、

1989 年生まれ。翻訳者。広島市立大学

国際学部卒。厦門大学外文学院日本語

学科通訳・翻訳専門修士課程終了とあ

る。 

構成は、本文は三章に分かれる。す

なわち「猿まわしを探して」「猿まわし、

江湖をゆく」「猿まわしの群像」。本文

の前に「序 最下層で生きる人々への

関心」、本文の後に「後記 楊林貴との

再開－日本語版へのあとがきに代え

て」がつく。著者は写真記者というだ

けあって、本文中に写真が入るだけで

なく、カラー写真が 24 ページ挿入され

ている。なお、後記によれば、「本書は

二〇一五年三月に中国で出版され、同

年に国内でいくつかの出版賞を受賞

し、またレビューサイト「豆瓣（ドウ

バン）」でも二〇一五年度の高評価作品

に選ばれた」とある。  

本書を手に取り、トビラを開けると

中国演劇の仮面をつけ、衣装を着て直

立する猿の写真が目に飛び込んだ。ま

だ中国にはこのような、芝居を演じる

猿まわしが残っているのかと期待が

高まる。その一方「序 最下層で生き

る人々への関心」に目を通すと、こん

な文章にぶつかる。 

〈記者になったばかりの頃は、私も正 

義感にあふれていた。しかし、仕事を続

けていくなかで、自分の小ささに気がつ

いた。たとえば、事実関係についてはす

でに調べがついていて、記事も完成して

いるにもかかわらず、紙面に掲載できな

いということがよくあった。自分の目の

前に跪（ひざまず）いた名もなき人に、

命の恩人とでもいわんばかりの扱いを

受けると、内心受け止め切れない思いが

した。〉 

 現在、中国の経済力は日本の三倍。米国

に次いで世界第二位で、数年後にはその米

国も追い抜き世界一になるだろうといわ

れている。最下層の生活者であると断定さ

れている「猿まわし」は、その国の恥部に

違いなく、とすれば、その記録が、歪曲さ

れずに公表できたのか。本書は、天安門で

数万人殺しても平気でいられる国家権力

のフィルターを通され、かなりの加工がほ

どこされた「記録」だと考えるべきであろ

うとも考えた。 

 しかし、そうした複雑な思いで読み始め

たものの、記されている事実の重さに圧倒

された。「猿まわしを探して」の章は、次

のような内容なのだ。 

 二〇〇一年、洛陽東駅付近で著者が街

頭撮影をしていると、背中に猿を乗せた

数人の猿まわし師が道を急いでいるの

を見つけて声をかける。すると一座のリ

ーダーは戈洪興（ゴーホンジン）と名乗 

https://h732.net/simesai/
https://aobadaidogei.com/


 

り、河南省南陽市新野県の者で、農作

物の収穫期には村に戻るから、新野県

樊集郷冀湾村に来れば、誰でも自分を

知っているから会いに来いという。そ

こでその年の秋、もう一人の写真仲間

と二人で樊集郷にでかけ、宿に泊まっ

た。宿の主人に、この郷には猿まわし

がいるのかと聞くと、「ああ」と答え、

反対に「君たちは何しに来たのか」と

聞かれた。「写真を撮っているんです」

と答え、さらに主人にいろいろ尋ねる

と、主人はだんだんと言葉を濁すよう

になり、正面から答えてくれなくなっ

た。あくる日、三輪タクシーで冀湾村

に入り、道行く人に「戈洪興の家はど

こか」と聞くと、あるものは「このさ

きです」といい、あるものは「知らな

い」というばかりで、なにもわからな

い。そこで自分は公安局の人間でも政

府の人間でもなく、撮影に来ただけだ

と言うのだが、それでも埒があかな

い。それでもようやくそれらしき家に

たどりつくが、近隣の人に聞くと、や

はり知らないという。その家から女性

が出てきたので「戈洪興の家か」と聞

くと「違う」といわれ、カギを掛けら

れてしまう。あげくは村人が二人を取

り囲み、ああだこうだと、警戒心まる

だしで、素性を探ってくる。帰ろうか

とも思ったが、思い切って、村の指導

者である党支部書記を訪ねてみよう

ということになる。これも人にたずね

てその家を訪問するが、主人は留守。

そこでも書記の女房に「何を売りに来

た」「正直に言え」などと、さんざん

な扱いを受けたものの、やがて帰って

きた書記本人に、事情を説明し、写真

協会の会員証を見せたりすると、よう

やくすこし信用したのか、猿の飼育繁

殖施設を経営している張雲堯という

男を紹介してくれる。そして彼の家に

一週間ほど留めてもらって、ようやく

猿まわし師とコネクションをとるこ

とができた。 

〈猿まわし師は、長年各地を渡り歩い

ていることもあり、非常に警戒心の強

い集団だ。私は張雲堯と知り合い、彼

の助けを得られたことでようやく猿

まわし師たちのコミュニティに入り

こむことができた。〉 

 これ以上説明すると面白みがなくな

るのでやめておくが、驚いた事項をも

う一つだけ記しておく。それは、この

猿まわし師たち、ここから四川省、広

東、東北地方と旅に出るのだが、切符

を買わない。無銭旅行なのだ。夜間運

行の貨物列車にそっと乗り込み、荷物

のあいだにじっと隠れて旅行して、何 

回か乗り継ぎ数日かけて現地に行く。

そのあいだ、ペットボトルにいれた水

と乾いた饅頭だけで食いつなぐ。機関

車が誕生するまえはどうやっていたの

か知らないが、そうした無銭旅行が伝

統となっている。捕まったら有り金を

没収されるので、現金は最少の持ち合

わせとし、さらに道具に工夫して絶対

に見つからない細工を施している。 

 もっと言えば、著者はその無銭旅行

も同行して取材するのだが、運悪く途

中駅で見つかってしまう。この時点で

犯罪者なのだが、駅員の反応は、わた

しの想像とまったく違っていた。この

あたりも、読んでもらいたい。たぶん

５０年ぐらい前の、日本の国鉄でも似

たようなことがあったのではないか

とも想像した。 

 ところで、じつは私も中国旅行で猿

まわしをみているので、それについて

少し記録しておきたい。二〇〇一年の

秋だから、この著者が猿まわし村を訪

ねた頃である。場所は江蘇省常州市。

昼すこし前、11 時過ぎ、街を歩いて

いるとギャーギャーと動物の騒がし

い声が聞こえるので行ってみると、猿

まわしをやっていた。数頭の猿が大声

で人間を威嚇している。威嚇されるの

が猿遣いの親方で、猿の首輪につない

だ鎖を握っている。一番はげしく威嚇

する猿は親方に向かって、飛びかから

んとするように、腰を落とし頭を下げ

ている。そこから離れたところにいる

猿は、親方を威嚇しながら、あたりに

落ちている石やレンガのかけらを親

方に投げつける。たぶん二頭ぐらいが

投げつけていたように記憶する。もう

一頭、大人しそうな猿もいて、こいつ

は石を拾って、親方のところに持って

いく。親方はそれを受け取って、威嚇

する猿のほうに投げる。ただこれだけ

なのだが、ちょっとしたコント仕立て

で面白かった。あたりは大通りの四つ

辻で、床屋や耳かき屋（だと思う）な

ども出ていた。昼食の集合時間に遅れ

ておりカメラも持っていなかったの

で、最後まで見ずに宿に戻り、昼食を

すませて、一時間後ぐらいにその場所

にもどったが、もうだれもいなかっ

た。 

 本書にもこの猿と親方の喧嘩のコ

ントが登場する。かれらの定番の演目

のようでもあった。 

 

◯『テキヤの掟 祭りを担った文化、

組織、慣習』 

廣末登著、角川新書、９４０円＋税 

 著者は、1970 年、福岡市生まれ。 

 

社会学者。法務省・保護司。久留米大学

非常勤講師。著書に『ヤクザと介護 暴

力団離脱者たちの研究』（角川新書）、『ヤ

クザになる理由』『だからヤクザを辞め

られない 裏社会メルトダウン』（新潮

新書）などがある。奥付をみると、１月

10 日に初版がでて、4 月 15 日に 4 刷が

でている。かなり売れているのだ。 

 構成は、「まえがき」、「序章 テキヤ

稼業とはなにか」、「第一部 テキヤの世

界」「第二部 テキヤ社会と裏社会の隠

語」、「あとがき」となっている。中心は

第一部の、第一章「テキヤ稼業の実態 

元世話人の回想」、第二章「戦後縁日史 

帳元の娘の回想」で、どちらもテキヤを

生業としてきた人物のライフヒストリ

ーである。第一部の第三章は「彼らはど

こから来て、どこへ行くのか」は、テキ

ヤへの民俗学や歴史学としてのアプロ

ーチではあるが、旧来の研究の紹介にと

どまっている。つまり、本書は社会学的

なアプローチの本である。 

 暴力団排除条例なる条例が全国で施

行されたのが 2011 年で、それにより暴

力団をやめて５年経過しないと銀行口

座開設をはじめあらゆる契約ができな

くなった。携帯電話すら持てない。テキ

ヤも暴力組織とされているため、やはり

銀行口座も持てず契約もできないのだ

という。暴対法が出来たのが 1991 年で、

この法律でテキヤの世界は大きく動い

たが、この条例は暴対法以上の衝撃だっ

たようだ。そういえば、木下サーカスが

仮設興業組合から脱会したのも、この条

例のあとだったように思う。 

 コロナもあって、まるまる 3 年間祭り

は行われなかった。今年はだいぶ戻った

とはいえ、祭りの文化はほんとうに危な

いところに来ていると感じる。 
 


